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「
福
祉
の
ま
ち
」
と
し
て
知
ら
れ
る
大

森
地
域
に
あ
る
南
部
シ
ル
バ

エ
リ
ア

今
回
紹
介
す
る
コ
ミ

ニ
テ

セ
ン
タ

は

エ
リ
ア
の
中
核
を
な
す
施
設
と
し

て
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広
い
年

代
に
親
し
ま
れ
て
い
る
施
設

　

コ
ミ

ニ
テ

セ
ン
タ

に
は

宿

泊
室
や
大
浴
場（
ラ
ジ
ウ
ム
風
呂
）
一
年

を
通
し
て
利
用
で
き
る
屋
内
温
水
プ

ル

全
面
人
工
芝
の
屋
内
運
動
広
場

大
広
間

理
容
・
美
容
室
や
食
堂
・
売
店
な
ど

様
々

な
憩
い
の
空
間
が
用
意
さ
れ
て
い
る

吹

雪
だ

た
取
材
当
日
も

た
く
さ
ん
の
親

子
連
れ
や
団
体
客

養
護
老
人
ホ

ム
の

入
居
者
な
ど
が
施
設
を
利
用
し
賑
わ
い
を

見
せ
て
い
て

外
の
寒
さ
を
忘
れ
て
し
ま

う
ほ
ど
だ

た

こ
の
ほ
か

棟
続
き
に

あ
る
「
子
ど
も
と
老
人
の
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ

」
で
は

遊
具
や
絵
本
の
部
屋
で
遊

ぶ
子
ど
も
た
ち

将
棋
や
囲
碁
を
楽
し
む

年
輩
者
の
姿
が
あ
り

コ
ミ

ニ
テ

セ
ン
タ

を
中
心
に

こ
の
エ
リ
ア
一
帯

が
ひ
と
つ
の
「
街
を
」
形
成
し
て
い
る
よ

う
に
感
じ
る

　

「
こ
こ
に
来
れ
ば

一
日
中
楽
し
く
時

間
を
過
ご
せ
ま
す
」
と
は

利
用
者
の
声

　

何
か
と
部
屋
に
こ
も
り
が
ち
な
冬

皆

さ
ん
も
ぜ
ひ

コ
ミ

ニ
テ

セ
ン
タ

へ
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し

う
か

屋内運動広場

広々とした玄関ホール。売店や食堂、理容・美容室もある

子どもと老人のふれあいセンター

私たちが笑顔でお迎えします

〒
横手市大森町字菅生田
  0　

　

コミュニティーセンター（南部シルバーエリア内）
■利用時間 屋内温水プール

１回目　
２回目　
休憩室　
宿泊室　チェックイン　
　　　　チェックアウト　

※利用料金、その他施設の利用等についてはコミ
　ュニティーセンターにお問い合わせください

10:00～13:00
13:30～16:30 
 9:00～17:00

013-0525

245－34
0182（26）388  0182（26）3882　

平成18年2月1日号

16:00

10:00

　　　〒013-8601　横手市前郷字下三枚橋163　　0182-35-2162　　0182-33-6061

戦(1月11日たいゆう保育園)。
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物
川

大森町



Yokote City Public Relations 2006.2.1 2Yokote City Public Relations 2006.2.13

豪
雪
の
合
併
元
年

豪
雪
の
合
併
元
年

横
手
市
雪
害
警
戒
部
を
設
置

横
手
市
雪
害
警
戒
部
を
設
置

06.2.
01

街から
あなた

へ

行政
情報
便

　１月５日から７日にかけて、秋田市立体育館で行わ
れた全県ミニバスケットボール交歓大会で、浅舞女子
ミニバスケットボールスポーツ少年団が優勝を飾りま
した。蛭野小との統合前の昨年の大会で準優勝に終わ
った悔しさを晴らし、初出場・初優勝の栄冠を手にし
たものです。
　主将の菅原絵梨奈さん（６年生）は、「目標
としていた優勝ができてうれしい。次の目
標は全国制覇です」と全国大会への意気
込みを話してくれました。

初出場で全県制覇

スキー２種目で全県制覇

初優勝を飾った浅舞小学校女子ミニ
バスケットボールスポーツ少年団

スキー大回転と回転の２冠を
達成した向川桜子さん

目
指
す
は
全
国
制
覇

大
回
転
・
回
転
で
２
冠
達
成

　

横手市議会臨時議会開会のお知らせ

　

合
併
元
年
は
豪
雪
に

　

昨
年
12
月
か
ら
１
月
に
か
け
て
断

続
的
に
降
り
続
い
た
雪
が
警
戒
線
を

越
え
た
た
め

各
地
域
で
豪
雪
対
策

警
戒
部
が
設
置
さ
れ
ま
し
た

　

警
戒
部
は
初
め
に
１
月
５
日
に
雄

物
川
地
域
局
で
設
置
さ
れ
（
基
準
１

０
０

）

１
月
６
日
に
は

山
内

地
域
局
（
基
準
１
３
０

）

大
雄

地
域
局
（
基
準
１
０
０

）

十
文

字
地
域
局
（
基
準
１
０
０

）

大

森
地
域
局
（
基
準
１
２
０

）
が

１
月
10
日
に
は
横
手
地
域
局
（
基
準

１
２
０

）
で
も
雪
害
警
戒
部
が
設

置
さ
れ
ま
し
た

ま
た

６
日
に
は

雄
物
川
地
域
局
で
雪
害
対
策
部
が
設

置
（
基
準
１
２
０

）
さ
れ
た
た
め

市
内
全
域
を
対
象
と
し
た
横
手
市
雪

害
警
戒
部
（
部
長
・
石
川
助
役
）
が

設
置
さ
れ
ま
し
た

　

１
月
11
日
以
降

気
温
の
高
い
日

が
続
い
た
た
め

積
雪
量
は
少
な
く

な

た
も
の
の

20
日
以
降
再
び
降

り
続
い
た
雪
に
よ
り

23
日
に
は
山

内
地
域
局
（
基
準
１
４
０

）
で

24
日
に
は
大
雄
地
域
局
で
（
基
準
１

２
０
㌢

㌢

㌢

㌢

㌢ ㌢
㌢㌢

㌢

）
雪
害
対
策
部
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す

　

大
雪
に
よ
る
被
害
も
各
地
域
で
発

生
し
て
お
り

市
内
で
の
雪
に
関
わ

る
死
者
・
負
傷
者
は
21
人
（
17
日
現

在
）

建
物
で
は

倉
庫
の
全
壊
が

１
件
（
十
文
字
）

一
部
損
壊
が
１

件
（
横
手
）
発
生
し
て
い
ま
す

そ

の
ほ
か

農
業
用
ビ
ニ

ル
ハ
ウ
ス

の
倒
壊

倒
木
や
停
電

断
水
な
ど

も
発
生
し
て
お
り

生
活
へ
の
被
害

も
甚
大
な
も
の
と
な

て
い
ま
す

　

市
で
は

各
地
域
が
連
携
し
な
が

ら

除
雪
・
排
雪
と
も
に
万
全
の
体

制
で
臨
む
よ
う
努
め
て
い
ま
す
が

今
後
も
ま
と
ま

た
雪
が
降
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で

雪
下
ろ
し

や
除
雪
作
業
中
の
事
故
に
は
く
れ
ぐ

れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
　

地域の力を結集

合同排雪作業を実施

ごみ集積所の除雪にご協力ください

横手市安田地区で排雪にあたる雄物川地域のトラックと平鹿地域のロータ
リー車

大雪の影響で、時間どおりにごみの収
集が出来ず、市民の皆さんには大変ご
迷惑をおかけしています。迅速な収集
ができるよう、集積所の除雪について、
市民の皆さんのご協力をお願いします。

地域名
横　手
増　田
平　鹿
雄物川
大　森
十文字
山　内
大　雄

Ｈ18.1.17

423㌢
㌢
㌢
㌢
㌢
㌢
㌢
㌢

㌢
㌢
㌢
㌢
㌢
㌢
㌢
㌢

412

394

476

468

304

495

357

Ｈ17.1.17

372

353

342

278

312

238

405

290

死者
－
－
１
－
－
－
－
－

負傷者
６
２
２
５
２
５
１
３

■各地域の累計積雪量と人的被害の状況（１月17日現在）

　１月18日、７地域局（旧平鹿郡）の除雪車が交通量
の多い横手地域の市街地に集結し、合同での排雪作
業を行いました。
　今回の除雪作業は、合併のメリットを生かし、地
域の垣根を越えて、効率的に除雪車を配車しようと
初めて実施されたものです。　
　この日、横手地域に集結したのは、ロータリー車
５台、除雪ドーザー４台、トラック19台と作業員53
人。横手地域での除雪経験の無い７地域の作業員ら
は、横手地域局職員から現場での注意点などの指示
を受け、４班に分かれ、それぞれの持ち場で作業に
あたりました。
　市では、今回の作業をほかの地域にも広げ、市全
域に均一な除雪体制の構築に努めていきます。
　

　下記の日程で横手市役所臨時議会が開催されま
す。ぜひ傍聴にお出でください。

■日　時　２月６日（月）～７日（火）の２日間
　　　　　午前10時開会
■場　所　横手市役所横手庁舎　議場
■内　容　決算等について
■問合せ　横手市役所：議会事務局　　32－2111

　１月15日から17日にかけて、田沢湖
スキー場で開催された全県中学校スキ
ー大会において、鳳中学校２年向川桜子さ
ん（横手）が大回転と回転の２種目で優勝し、見
事２冠を達成しました。
　昨年の練習中に両膝のケガをし、リハビリを
続ける日々だったという向川さん。それを克服

しての勝利に、
「今までとは違
ったうれしさが
あります。全国
大会では上位入
賞を目指し、負
けられないとい
う気持ちでむか
っていきたい」
と力強く語る向
川さん。全国大
会での活躍が期
待されます。

秋田ふるさと村付近の排雪場。毎
日たくさんの雪が運ばれています。
秋田ふるさと村付近の排雪場。毎
日たくさんの雪が運ばれています。
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街からあなたへ～行政情報便～

●日時　２月15日（水）～16日（木）　午後６時～午後９時
●場所　横手地域局前道路公園・羽黒町通り・根岸町通　　
　　り・二葉町通り・横手公園

■かまくら

●日時　２月11日（土）～13日（月）　午前９時30分～午後９時
●場所　秋田ふるさと村
※２月11日には「スノーファンタジア2006」が行われます。
　詳しくは、今号市報に折込のチラシをご覧ください。

■かまくらまつり
　in秋田ふるさと村

白
鳥
雪
ま
つ
り（
十
文
字
）

かまくら（横手）

かまくら撮影会（横手）

三
所
神
社
梵
天
ま
つ
り（
増
田
）

2
19/
2
19/

2/2/255/

横
手
の

2/2/255/
2/2/255/

2
19/
2
19/

2
16/
2
16/

2
16/
2
16/

2
15/
2
15/

2
17/
2
17/
2
18/
2
18/

【横手】ぼんでん唄コンクール
●日時　２月５日（日）　午後１時～
●場所　かまくら館２階ホール

【大雄】長太郎稲荷神社梵天まつり
●日時　２月５日（日）　午前11時～
●場所　長太郎稲荷神社

【横手】ぼんでんコンクール
●日時　２月16日（木）　午前９時30分～
●場所　横手地域局前おまつり広場

【横手】ぼんでん奉納
●日時　２月17日（金）　午前10時～
●場所　横手地域局前～旭岡山神社

【横手】金沢八幡宮ぼんでん
●日時　２月18日（土）　午後２時～
●場所　金澤八幡宮鳥居前

【増田】三所神社梵天まつり
●日時　２月19日（日）　梵天コンクール
　　　　午前９時30分～11時30分
●場所　中・七日町通り

【十文字】第３回はくちょう雪まつり
●日　時　２月５日（日）　
　　　　　午後０時30分～午後７時45分
●場　所　十文字庁舎裏広場
●問合せ　十文字地域局産業振興課
　　　　　　４２－５１１６

【大森】第17回シルバーエリア雪まつり
●日　時　２月５日（日）
　　　　　午前10時～午後３時
●場　所　南部シルバーエリア
●問合せ　南部老人福祉総合エリア
　　　　　　２６－３８８０
【横手】金沢地区の雪まつり（とりごや村）
●日時　２月15日（水）　午後５時～９時
　　　　２月16日（木）　午後５時～８時
●場所　後三年の役金沢資料館

■雪の芸術
　「札幌の雪像」の祖とも言われている雪の芸術が雪まつり
を彩ります。
●期日　２月15日（水）～16日（木）
●場所　光明寺公園内・中央町海石亭駐車場・商工会議所
　　　　前・横手地域局市民広場

■第２回おらほのかまくら大賞
　自分たちでかまくらを作って、自分たちなりの楽しみ方
で雪まつりに参加してみませんか。２月15日（水）午後６時
～午後９時の間に、かまくらの楽しみ方などを審査に伺い
ます。市長賞や参加賞などがあります。

■かまくら協賛物産展
　特産品販売や試食コーナーがあります。
●日時　２月15日（水）～16日（木）　午前10時～午後９時
●場所　かまくら館駐車場

■よこての昔語り（入場無料）
●日時　２月15日（水）　午後１時～午後４時30分
●場所　かまくら館２階ホール

■日中も楽しめます
　光明寺公園には鳥小屋かまくらなどがあります。ここは、
あまえこサービス、写真撮影サービス、箱ゾリ体験などがで
きる休憩・体験スポットです。
　また、かまくら館では雪まつり情報館や雪まつりポスタ
ー展をお楽しみください。
●期日　２月15日（水）～16日（木）

横手

2
15/
2
15/

2
16/
2
16/～

2
15/
2
15/

2
16/
2
16/～

●日時　２月15日（水）～16日（木）　午後６時～
●場所　朝倉小校庭（15日のみ）・南小前川原・南小校庭・　　
　　南小～横手病院・蛇の崎川原

■ミニかまくら

●日時　２月14日（火）　午後５時～午後７時
●場所　旭岡山神社　鈴木宮司宅前

■かまくら撮影会2
14/
2
14/

2
14/
2
14/

●日時　２月14日（火）　午後６時～午後９時
●場所　羽黒町通り・横手地域局前道路公園

■ウェルカムかまくら

2
11/
2
11/

2
13/
2
13/～

いろいろ楽しめます！よこてのかまくら

■無料シャトルバスを運行します
㈰２月11日（土）～13日（月）　午後５時30分～午後９時頃
　横手駅前～秋田ふるさと村
㈪２月14日（火）～16日（木）　午後５時～午後９時頃
　横手体育館前～横手地域局前

かまくらのお問い合わせは
（社）横手市観光協会　　３３－７１１１
まで
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　山伏信仰の修験道場として開
かれた二井山の湯殿山神社で１
月７日、400年以上前から荒行と
して続いている「裸参り」が行
われました。夜７時を過ぎると、
下帯にしめ縄の男衆が参道を駆
け抜け社殿の前へ。冷水を勢い
よくかぶり身を清めた後、本殿
を参拝し、今年１年の家内安全
と無病息災を祈願しました。

■冷水かぶり祈願
（雄物川）

　１月22日、平鹿生涯学習セン
ターで第15回「カラオケ＆舞踊
チャリティショー」が開催され
ました。これは、平鹿秋田ライ
オンズクラブ（柿 信彦会長）が
収益金を社会福祉等に活用し、
地域に貢献しようと毎年行って
いるもので、46組が自慢ののど
や踊りを披露。来場者からは盛
大な拍手が送られました。

■ショーに拍手喝采
（平鹿）

　１月21日、増田ふれあいプラ
ザで「おはなしカランコロンま
すだ」が行われました。
　毎月開かれているこのお話し
会では、会員らが制作した創作
絵本や紙芝居が披露されていま
す。今回は、読み聞かせに加え
かるた取りも行われ、参加した
子どもたちはわれ先にとかるた
取りに挑んでいました。

念仏唱え 健康と安全を祈願
■伝統行事 百万遍念仏講（山内）

　１月９日、山内南郷の三ツ屋地区に200年ほど前から
伝わるといわれる「百万遍念仏講」が行われました。
　１年の無病息災を願って行われるこの行事は、地区
の皆さんが集まって輪になり、「ナンマイダ・ナンマイ
ダ」と繰り返し念仏を唱えながらタラの木で作られた
長さ約10 の数珠を手に持って回すもの。
　疫病が入り込むのを払うため、地区の両端と中央の
３か所で行われ、数珠が１周するごとに１万回を数え
たこととし、３か所合わせて100周させることから「百
万遍」と呼ばれるようになったということです。

横手のかまくらが九州に！
■出前かまくらが各地で大好評（横手）

■絵本とかるたに夢中
（増田）

　発酵をキーワードとした町お
こしを目指す「よこて発酵文化
研究所」の講演会が１月12日、か
まくら館で行われました。会で
は、横手清陵学院高校家庭クラ
ブなど４団体が活動成果を発表。
その後、研究所顧問で東京農業
大学教授の小泉武夫先生が講演
し、活動に対する助言を添えな
がら麹文化の魅力を訴えました。

■発酵を地域の力に
（横手）

  １月11日、大雄保育園で祖父
母参観のもちつき会が行われま
した。この日は200人近くの園
児たちの家族が参加。園児たち
は、祖父母に支えられながらも
小さな手できねを持ち、元気い
っぱいにもちつきを体験。会場
内には、見守る園児や家族たち
の「よいしょ」というにぎやかな
かけ声が響き渡っていました。

■おもちをペッタンコ
（大雄）

　山内地域では、小学生の教育
活動の一環として「のびっこ公
民館」を実施しています。１月
11日には、冬休みの児童17人が
秋田市の秋田県国際交流協会を
訪問、外国語で歌を歌ったり、民
族衣装を身につけたりしながら、
ヨーロッパやアジアなど、世界
各国の国際交流員とのコミュニ
ケーションを楽しみました。

■体で感じる国際感覚
（山内）

　１月22日、十文字文化センタ
ーを会場に十文字町芸術文化協
会主催の「新春芸能発表会」が
開催され、約200人の観客が集ま
りました。この日は12団体が日
頃の成果を披露。仁井田番楽保
存会による花番楽では、子ども
たちが古式にのっとった舞を披
露し、観客から盛んな拍手が贈
られていました。　　　　　　

■伝統の舞を披露
（十文字）

　１月８日、第22回大森地区ち
びっこ綱引き・なわ跳び大会が
大森体育館で行われました。
　この大会は、正月明けの体力
づくりとして毎年行われている
もので、子どもから大人まで35

チーム、220人が参加。応援にか
けつけた家族らの声援を受け、
寒さを吹き飛ばす熱い戦いが繰
り広げられていました。

■綱引きで体力づくり
（大森）

opicsT

五穀豊穣と無病息災を祈願
■上醍醐・金屋地区で『たいまつ焼き』（平鹿）

　上醍醐、金屋両地区で１月15日、300年以上の歴史を
もつ小正月行事『たいまつ焼き』が行われました。
　金屋地区では午後６時、花火の合図で高さ約２ の
大たいまつ５本に次々と点火。炎が燃え上がると家々
から持ち寄ったたいまつを投げ入れ、五穀豊穣と無病
息災を祈願しました。この行事は、かつて上醍醐に刀
鍛冶、金屋に弓矢職人がおり、どちらも火の神を祭り、
たいまつを焼いて参拝し合ったのが始まり。女人禁制
とされ、今も男性だけの手で行われています。

奇抜なほらで初笑い
■銀河系宇宙ほらふき決勝大会（雄物川）

　ユーモアなほらで地域活性化や地域興しのアイデア
を語る『第14回銀河系宇宙ほらふき決勝大会』が１月15
日、雄物川コミュニティーセンターで開催されました。
　出場した７人は、１人10分の持ち時間で「ガマの油
で大もうけ」「長寿の薬で人口増」などと話し、会場は
詰めかけた約300人の来場者の笑い声に包まれました。
　大賞には、自ら開発したボトル内で熱帯魚などを飼
育できる「あくあくん」で町おこしにつなげると語っ
た、大仙市の小林冨美雄さんが選ばれました。五穀豊穣・無病息災を祈る、金屋地区のみなさん ほらで会場を沸かせた出場者

はじめて見るかまくらの前で記念撮影 輪の中には鐘の音で拍子を打つ人が座り周回数を数えます会場には雪だるまも登場

　平成12年１月の開始から７年を経過した出前かまく
ら。この間、県内外の各地から依頼を受け、商業施設の
振興や阪神大震災による被災者の慰霊など、多くの人
の心に数々の思い出を刻み込んできました。
　そして今年１月７日、かまくらはついに九州地方に
上陸しました。訪れたのは福岡市にある複合商業施設
「キャナルシティ博多」。さすがに横手から雪を持ち込
むのは困難とあって、出前史上初の人工降雪機を使用
したかまくら作りとなりました。しかし、いつもとは

異なる雪質も制作に
あたったかまくら職
人にはお構いなしの
様子。「どんな雪で
も大丈夫」と、見る
見るうちに仕上げ、
会場は多くの見物客
で賑わいました。

こうじ
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山
内
小
学
校
は

美
し
い
山
と
森
に
囲
ま
れ
た
自
然

豊
か
な
場
所
に
あ
り

冬
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
近
く
の
山

内
ス
キ

場
な
ど
で
ス
キ

学
習
を
が
ん
ば

て
い
ま

す

ま
た

放
課
後
に
は
ス
キ

部
の
活
動
が
あ
り

体
力
づ
く
り
と
２
月
に
行
わ
れ
る
市
の
ス
キ

大
会
を

目
標
に
65
人
が
参
加
し
て
い
ま
す

　

そ
の
中
で
ア
ル
ペ
ン
ス
キ

部
は
29
人
で
す

今
は

本
番
に
合
わ
せ
て

ポ

ル
を
立
て
て
の
練
習
な
ど
も

し
て
い
ま
す

と
き
ど
き
ふ
ぶ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
が

雪
や
寒
さ
に
負
け
ず
に
が
ん
ば

て
い
ま
す

大
会
で

の
目
標
は

全
員
が
自
己
新
記
録
を
出
す
こ
と
で
す

　

そ
し
て
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ

ス
キ

部
は
36
人
で
す

雪
が
降
る
ま
で
は

ラ
ン
ニ
ン
グ
で
体

力
を
つ
け

雪
が

降

て
か
ら
は
基

本
的
な
滑
走
や
坂

登
り
・
下
り
の
練

習
を
し
て
い
ま
す

練
習
が
き
つ
く
て

苦
し
い
と
き
も
あ

り
ま
す
が

全
校

の
み
ん
な
が
応
援

し
て
く
れ
る
の
で

２
月
の
大
会
で
入

賞
で
き
る
よ
う
が

ん
ば

て
い
ま
す　

菊
地
さ
ん
ご
夫
妻
は
昭
和
30
年
３

月
に
お
見
合
い
で
知
り
合
い

11
月

に
結
婚

二
人
で
農
業
を
営
み
な
が

ら
生
計
を
立
て

現
在
は
娘
夫
婦
と

孫
の
５
人
暮
ら
し

　

農
業
の
か
た
わ
ら
民
生
児
童
委
員

や
吉
田
保
育
所
理
事
長
な
ど
多
く
の

役
職
を
務
め
地
域
福
祉
に
貢
献
さ
れ

た
廣
さ
ん
「
妻
が
い
た
か
ら
が
ん
ば

れ
た

内
助
の
功
だ
け
で
な
く

外

で
も
協
力
し
て
も
ら
い

言
い
尽
く

せ
な
い
ほ
ど
の
苦
労
を
か
け
た

こ

れ
か
ら
は

か
け
た
苦
労
を
少
し
で

も
癒
せ
る
よ
う

ま
ず
は
ゆ

く
り

湯
治
に
で
も
連
れ
て
行
き
た
い
」
と

イ
子
さ
ん
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
す

　

「
浅
舞
か
ら
吉
田
に
嫁
い
で
来
ま

し
た
が

家
風
に
な
じ
む
ま
で
10
年

は
か
か
り
ま
し
た

夫
は
ま
じ
め
で

温
厚

や
さ
し
す
ぎ
る
人
で
す

と

て
も
親
切
に
し
て
も
ら
い
ま
し
た
が

あ
ま
り
に
役
が
多
く

農
繁
期
で
も

案
内
な
ど
で
家
を
空
け
る
こ
と
が
あ

た
の
で

私
も
田
植
え
機
や
コ
ン

バ
イ
ン
に
乗
り
ま
し
た
」
と
イ
子
さ

ん
は
当
事
を
振
り
返
り
ま
す

　

お
二
人
に
夫
婦
円
満
の
秘
訣
を
伺

た
と
こ
ろ
「
ど
ん
な
さ
さ
い
な
こ

と
で
も

よ
く
話
し
合

て
問
題
解

決
す
る
こ
と
が
大
事

お
互
い
に
主

張
す
る
だ
け
で
は
だ
め

夫
婦
の
間

で
は
秘
密
を
持
た
な
い
こ
と
も
重
要

で
す
よ
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た

山
内
小
学
校（
山
内
）

期
待
に
こ
た
え
て

が
ん
ば
り
ま
す

（横手）

◆今月の記者
　山内小学校６年
　黒沢　俊貴さん（右）
　鶴田　悠斗さん（左）

としき

ゆうと

山口晶子さん
（21歳・Ｂ型・おうし座）

　果樹を中心とした専業農家の
田口さんご一家。大雪に見舞わ
れた今年は、りんごの枝の雪は
らいや除雪作業に忙しい毎日で
す。江里子さんと長女の陽菜さ
んは、親子そろって漢字検定に
挑戦中。特に陽菜さんは、漢字
検定のほかに、英語検定５級に

も挑戦する予定で、試験に向け
猛勉強中です。
　「どんなことでも、家族みん
なで話し合い、仲良く暮らして
いることが元気の証。大好きな
家族とみんな揃って旅行に行く
ことが夢なんです」と江里子さ
んは元気に話してくれました。

家族仲良くが
元気の証 （大森）田口さんご一家

た ぐち

（後列左から）
田口江里子さん（37歳）
田口陽菜さん（13歳）
田口　元さん（45歳）
田口　馨さん（73歳）
田口エツさん（67歳）
（前列左から）
田口瑞季さん（９歳）
田口　翔さん（10歳）

かがやきかがやき

サ

ク
ル
紹
介☆自分の性格について

　マイペースです。
☆今やりたいことは？
　映画をたくさん見たいし、
　旅行にも行きたいですね。
　何事も勉強であり、自分
　のためになりますから。
☆好きな男性のタイプは？
　明るく楽しい人。いつも
　一緒に笑っていたいです。

日々成長する子どもたちを
相手に、自分自身の輝きも
増していく若者のこれから
に期待です。

　昨年春に短大を卒業し、現在は明照保育園で保育
士として働く晶子さん。その優しい笑顔が子どもた
ちに大人気です。

まさ こ

共に歩んで50年

　

相
撲
甚
句
声
友
会
は
平
成
10
年
に
結

成

14
人
の
会
員
が
毎
週
金
曜
日
の
午

後
７
時
か
ら
９
時
ま
で

雄
物
川
コ
ミ

ニ
テ

セ
ン
タ

で
活
動
し

年
一

回

東
京
・
両
国
国
技
館
で
行
わ
れ
る

「
全
日
本
相
撲
甚
句
協
会
発
表
大
会
」

を
は
じ
め

芸
文
祭

各
種
チ

リ
テ

な
ど
で
美
声
を
披
露
し
て
い
ま
す

　

相
撲
甚
句
と
は
江
戸
末
期
か
ら

力

士
に
唄
い
継
が
れ
て
き
た
唄
で

現
在

は
地
方
巡
業
で
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す

伴
奏
も
無
く

手
拍
子
と
柝

「
ド
ス

コ
イ

ド
ス
コ
イ
」
と
い
う
合
い
の
手

だ
け
の
素
朴
な
唄
は

相
撲
独
特
の
情

緒
を
か
も
し
出
し

聞
く
人
に
不
思
議

な
感
銘
を
与
え
ま
す

　

覚
え
や
す
く
唄
い
や
す
い
の
が
相
撲

甚
句
の
魅
力

皆
さ
ん
は
「
楽
器
や
伴

奏
が
必
要
な
い
の
で

い
つ
で
も
ど
こ

で
も
披
露
で
き
る

大
き
な
声
で
気
持

ち
よ
く
発
声
す
る
こ
と
は
健
康
に
も
良

い

興
味
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
お
い

で
く
だ
さ
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た

◆
問
合
せ　

佐
藤
經
一
さ
ん

（　

２
２
―
３
４
２
６
）

交差点
菊地　廣さん（75歳）

　　イ子さん（71歳）

（平鹿）
ひろしきく ち

い こ

相撲甚句サークル（雄物川）

相撲甚句声友会

き（
ひ

う
し
ぎ
）

い
や

はるな

はじめ

かおる

みず き

しょう



  　

市
役
所
で
の
申
告
相
談
は

次
の
こ
と

を
参
考
に

各
地
域
局
の
申
告
会
場
で
忘

れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い

申
①

告
が
必
要
な
人

●
平
成
18
年
１
月
１
日
現
在

横
手
市
に

　

住
所
が
あ
り

平
成
17
年
１
月
１
日
か

　

ら
平
成
17
年
12
月
31
日
ま
で
に
収
入
が

　

あ

た
人

●
給
与
所
得
者
で

勤
務
先
か
ら
横
手
市

　

役
所
に
給
与
支
払
報
告
書
が
送
付
さ
れ

　

て
い
な
い
人

●
前
年
の
途
中
で
退
職
や
就
職
し
た
人
や

　

二
か
所
以
上
か
ら
給
与
の
支
払
い
を
受

　

け

年
末
調
整
を
し
て
い
な
い
人

●
給
与
所
得
者
で
給
与
以
外
の
農
業

不

　

動
産
所
得
等
が
あ
る
人

申
②

告
に
持

て
く
る
も
の

●
印
鑑

●
各
種
所
得
控
除
（
社
会
保
険
料

生
命

　

保
険
料

医
療
費
等
）
を
受
け
ら
れ
る

　

人
は
証
明
書

領
収
書

障
害
者
手
帳

　

な
ど
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い

●
給
与
・
年
金
の
源
泉
徴
収
票

●
事
業
所
得
者
は

収
支
内
訳
書

仕
入

　

売
上
等
の
帳
簿

必
要
経
費
の
領
収
書

※
詳
し
く
は

市
報（
１
月
15
日
号
）に
折

込
み
の
申
告
案
内
や
書
き
方
等
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
本
庁
財
務
部
市
民
税
課（　

３

２
―
２
５
１
０
）
ま
た
は
各
地
域
局
市
民

生
活
課
税
務
担
当
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い

　

ま
た

税
務
署
で
は

簡
単
な
操
作
で

確
定
申
告
書
を
作
成
で
き
る
タ

チ
パ
ネ

ル
や
国
税
庁
ホ

ム
ペ

ジ
「
確
定
申
告

書
作
成
コ

ナ

」
を
用
意
し
て
お
り
ま

す

申
告
に
必
要
な
書
類
等
を
お
持
ち
に

な
れ
ば

そ
の
場
で
申
告
書
の
作
成
が
出

来
ま
す
の
で

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

な
お

閉
庁
日
（
土･

日
曜
日･

祝
日
）

は

申
告
相
談
及
び
申
告
書
の
受
付
は
行

て
お
り
ま
せ
ん
が

申
告
書
の
郵
送
又

は
税
務
署
の
時
間
外
収
受
箱
に
投
函
す
る

こ
と
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　

詳
し
く
は
横
手
税
務
署（　

３
２
―
６

０
９
０
）
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い

　

横
手
市
で
は

市
に
住
所
を
有
し

居

住
す
る

小
学
校
に
入
学
す
る
児
童
と

中
学
校
に
入
学
す
る
児
童
の
い
る

ひ
と

り
親
世
帯
に
対
し

児
童
の
健
全

な
育
成
を

助
長
す
る

こ
と
を
目

的
に

祝

い
金
を
支

給
し
て
い
ま
す

　

対
象
と
思
わ
れ
る
方
は

お
近
く
の
地

域
局
福
祉
保
健
課
へ
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い

　

小
学
校
に
入
学
す
る
児
童　
　

１
万
円

　

中
学
校
に
入
学
す
る
児
童　
　

２
万
円

　

ひ
と
り
親
世
帯
で
児
童
と
同
居
し

か

つ

生
計
を
維
持
し
て
い
る
方
で

小
学

校
及
び
中
学
校
に
入
学
す
る
お
子
さ
ん
の

い
る
方

　

３
月
末
ま
で

お
近
く
の
地
域
局
福
祉

保
健
課
で
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

提
出
し
て
く
だ
さ
い

　

申
請
書
が
提
出
さ
れ
た
後

調
査
の
結

果

受
給
資
格
の
有
無
を
決
定
し

該
当

と
な
ら
れ
た
方
に
は
認
定
通
知
書
を
送
付

い
た
し
ま
す

　

印
鑑

住
民
票
謄
本

通
帳
の
写
し

　

４
月
中
旬

　

な
お

申
請
が
遅
れ
た
場
合

支
給
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で

早
目
の

申
請
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す

　

詳
し
く
は

本
庁
福
祉
事
務
所
子
育
て

支
援
課
（
大
森
庁
舎
内　

２
６
―
２
１
１

３
）
ま
た
は
各
地
域
局
福
祉
保
健
課
ま
で

お
尋
ね
く
だ
さ
い

　

現
在

医
療
に
つ
い
て
は
国
民
皆
保
険

が
実
現
し

市
民
の
み
な
さ
ん
全
員
が

な
ん
ら
か
の
医
療
保
険
制
度
に
加
入
し
て

い
ま
す

　

代
表
的
な
も
の
と
し
て

国
保

社
保

や
共
済
な
ど
が
あ
り
ま
す
が

こ
れ
ら
の

医
療
制
度
に
上
乗
せ
さ
れ
た
制
度
と
し
て

「
老
人
保
健
」
と
「
福
祉
医
療
」
制
度
が

あ
り
ま
す

　

「
老
人
保
健
」
は
高
齢
者
の
方
々
を

「
福
祉
医
療
」
は
乳
幼
児

障
害
を
持
つ

方
や
母
子
・
父
子
家
庭
等
の
方
々
を
医
療

費
の
面
か
ら
サ
ポ

ト
す
る
制
度
で
す

　

こ
の
た
め

該
当
す
る
方
々
に
は
医
療

の
「
保
険
証
」
の
ほ
か
に
「
○
○
受
給
者

証
」
が
交
付
さ
れ
て
い
ま
す

　

従

て
医
療
機
関
で
受
診
さ
れ
る
際
に

は

窓
口
に
医
療
の
「
保
険
証
」
と
「
○

○
受
給
者
証
」
の
両
方
を
必
ず
提
示
し
て

く
だ
さ
い

　

ま
た
「
老
人
保
健
」
と
「
福
祉
医
療
」

制
度
は

基
本
の
医
療
制
度
に
上
乗
せ
さ

れ
た
も
の
で
す
の
で

基
本
の
部
分
で
あ

る
医
療
保
険
の
資
格
に
異
動
が
あ

た
場

合
は
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で

忘

れ
ず
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い

　

社
会
保
険
か
ら
社
会
保
険
へ
の
異
動
の

場
合
も
届
出
が
必
要
で
す
の
で
ご
留
意
く

だ
さ
い

　

詳
し
く
は

本
庁
福
祉
環
境
部
国
保
年

金
課（　

３
５
―
２
１
８
６
）ま
た
は
各
地

域
局
市
民
生
活
課
国
保
年
金
担
当
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
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国
保

福
祉

税
金

環
境

老
人
保
健
と
福
祉
医
療
の
留
意
点

市
県
民
税
の
申
告
相
談
が
始
ま
り
ま
す

ひ
と
り
親
世
帯
に
入
学
祝
金

旧
東
部
斎
場
の
利
活
用
に
つ
い
て

くらしの情報 くらしの情報

　

横
手
市
で
は

新
斎
場
の
供
用
開
始
に

伴
い

運
転
を
停
止
し
た
旧
東
部
斎
場
を

ペ

ト
斎
場
と
し
て
利
活
用
で
き
な
い
か

検
討
中
で
す

つ
い
て
は

旧
東
部
斎
場

を
ペ

ト
斎
場
と
し
て
利
活
用
を
希
望
さ

れ
る
皆
様
か
ら
ご
意
見
を
伺
い
た
く

次

の
と
お
り
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
す

日　

時　

平
成
18
年
２
月
14
日（
火
）

　
　
　
　

午
前
11
時
か
ら

会　

場　

横
手
市
役
所
本
庁
北
庁
舎

　
　
　
　
（
消
防
本
部
の
建
物
）

　
　
　
　

２
階
会
議
室

※
意
見
交
換
会
に
参
加
さ
れ
る
方
は

準

備
の
都
合
が
あ
り
ま
す
の
で

２
月
10
日

（
金
）ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い

建　

物　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ト
造

　
　
　
　

平
屋
建
て

　
　
　
　

建
築
面
積　

４
１
４
・
６
８
㎡

炉
設
備　

標
準
型
火
葬
炉
２
基

　
　
　
　

汚
物
焼
却
炉
１
基

土　

地　

横
手
市
前
郷
字
元
判
場
76
番
３

　
　
　
　

及
び
74
番
３

　
　
　
　

土
地
総
面
積

　
　
　
　
　
　
　

２
，
６
２
４
・
９
７
㎡

　

問
合
せ
及
び
申
込
み
は

本
庁
福
祉
環

境
部
環
境
課
環
境
施
設
担
当
（　

３
５
―

２
１
８
４
）
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い

◎
祝
い
金
支
給
額

◎
意
見
交
換
会

◎
物
件（
旧
東
部
斎
場
）

◎
支
給
の
手
続
き

※
申
請
に
必
要
な
も
の

◎
支
給
の
時
期

◎
受
給
資
格

◎
市
役
所
へ
の
市
県
民
税
申
告
は

　

２
月
１
日（
水
）か
ら

　

３
月
15
日（
水
）ま
で
で
す

○○受給者証 保険証



■日　時　２月11日（土）
　　　　　・試食会（事前申込が必要です）
　　　　　　午後12時～12時50分
　　　　　　

　　　　　・フェスティバル　午後１時～３時
■場　所　秋田ふるさと村ドーム劇場他
■問合せ　平鹿地域振興局
　　　　　総務企画部：県民生活班
　　　　　　３２ー０５９４

　　

平
成
17
年
分
の
所
得
税
と
消
費
税

お
よ
び
地
方
消
費
税（
個
人
事
業
者
）

の
納
税
に
は
便
利
な
口
座
振
替
を
ご

利
用
く
だ
さ
い

口
座
振
替
日
は
次

の
と
お
り
で
す

○
所
得
税　
　
　
　

４
月
20
日（
木
）

○
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

４
月
27
日（
木
）

　

口
座
振
替
を
ま
だ
利
用
さ
れ
て
い

な
い
方
で
も

申
告
期
限
ま
で
に
確

定
申
告
書
と
一
緒
に
「
口
座
振
替
依

頼
書
」
を
提
出
さ
れ
ま
す
と

平
成

17
年
分
か
ら
適
用
に
な
り
ま
す

ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

な
お

納
期
限
を
過
ぎ
て
か
ら
納

付
さ
れ
ま
す
と
年
14
・
６
％（
原
則
）

の
割
合
で
延
滞
税
が
加
算
さ
れ
ま
す

の
で

振
替
不
能
等
が
な
い
よ
う
に

預
貯
金
残
高
の
ご
確
認
を
お
願
い
し

ま
す

問
合
せ　

横
手
税
務
署

　
　
　
　
　

３
２
―
６
０
９
０

　

次
の
ナ
シ

ナ
ル
製
石
油
暖
房
機

は

事
故
に
至
る
危
険
性
が
あ
り
ま

す

未
点
検
の
ま
ま
使
用
す
る
と

排
気
ガ
ス
が
室
内
に
漏
れ
だ
し

場

合
に
よ

て
は
死
亡
事
故
に
至
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す

該
当
す
る
機
器
を

お
持
ち
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

○
昭
和
60
年

平
成
４
年
製
の
Ｆ
Ｆ

　

式
石
油
温
風
器

○
平
成
元
年
か
ら
平
成
３
年
製
の
石

　

油
フ
ラ

ト
ラ
ジ
ア
ン
ヒ

タ

問
合
せ　

県
総
合
防
災
課
消
防
班

　
　
　
　
　
０
１
８(

８
６
０
）４
５
６
６

　　

中
央
第
二
地
区
土
地
区
画
整
理
事

業
計
画
書（
第
６
回
変
更
）の
写
し
を

縦
覧
し
て
い
ま
す

許
可
日
と
広
告

日
は
次
の
と
お
り
で
す

○
県
知
事
許
可
日　

１
月
13
日（
金
）

○
変
更
決
定
広
告
日　

１
月
25
日（
水
）

場　

所　

市
建
設
部
都
市
整
備
課　

問
合
せ　

都
市
整
備
課
区
画
整
理
担

　
　
　
　

当　

４
２

５
１
２
０

  

雪
祭
り
期
間
中
の
開
館
時
間
を
延

長
し
ま
す

ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い

○
石
坂
洋
次
郎
文
学
記
念
館

 　
　
・
２
月
15
日（
水
）

　
　
　

午
前
９
時

午
後
９
時

　
　
　
　

３
３

５
０
５
２

○
後
三
年
の
役
金
沢
資
料
館

　
　

 

・
２
月
15
日（
水
）

　
　
　

午
前
９
時

午
後
８
時

　
　

 

・
２
月
16
日（
木
）

  　

  

午
前
９
時

午
後
８
時　
　

　
　
　
　

３
７
―
３
５
１
０

　

平
成
17
年
12
月
９
日

盛
岡
市
に

盛
岡
フ

リ
ピ
ン
領
事
館
が
開
設
さ

れ

今
年
１
月
16
日
か
ら
業
務
開
始

と
な
り
ま
し
た

　

担
当
地
域
は
東
北
６
県
で

主
な

業
務
内
容
と
し
て
は
結
婚
・
離
婚
・

出
生
届
等
の
各
種
証
明
書
の
発
行
受

付
や
仮
旅
券
発
行
・
旅
券
の
延
長
な

ど
が
あ
り
ま
す

　

詳
し
く
は

左
記
ま
で
問
合
せ
く

だ
さ
い

問
合
せ　

フ

リ
ピ
ン
名
誉
領
事
館

　
　
　
　

  

０
１
９(

６
２
６
）９
１
３
９

　

ミ
ド
リ
ガ
メ
な
ど
の
ハ
虫
類
に
触

れ
た
事
が
原
因
と
思
わ
れ
る

子
ど

も
の
サ
ル
モ
ネ
ラ
症
の
感
染
事
例
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す

　

こ
れ
は

ミ
ド
リ
ガ
メ
や
ゼ
ニ
ガ

メ
な
ど
と
い

た
ハ
虫
類
と
の
接
触

を
通
じ
て
感
染
す
る
も
の
で

発
症

す
る
と
胃
腸
炎
の
症
状
を
引
き
起
こ

し
ま
す

い
ず
れ
も
子
ど
も
や
高
齢

者
が
発
症
し
や
す
く

そ
の
予
防
と

し
て
手
を
洗
う
事
が
有
効
的
で
す

　

ハ
虫
類
な
ど
の
動
物
に
触
れ
た
後

は

必
ず
手
洗
い
を
し
て

サ
ル
モ

ネ
ラ
症
の
感
染
予
防
に
気
を
つ
け
ま

し

う

問
合
せ　

市
保
健
衛
生
課

　
　
　
　
　

３
５
―
２
１
８
５

●お知らせのページ●

お
し
ら
せ

催　

し

所
得
税
・
消
費
税
の
納
税
に
は

便
利
な
口
座
振
替
で
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男
女
共
同
参
画

合
併
記
念
フ

ラ
ム

『秋田わか杉国体・わか杉大会推進フェスティバル』開催

土
地
区
画
整
理
事
業
計
画
書

縦
覧
の
お
知
ら
せ

雪
ま
つ
り
期
間
中

開
館
時
間
を
延
長
し
ま
す

盛
岡
フ

リ
ピ
ン
名
誉
領
事
館

の
業
務
を
開
始
し
ま
す

お
使
い
の
石
油
暖
房
機
を

ご
確
認
く
だ
さ
い

サ
ル
モ
ネ
ラ
症
予
防

ハ
虫
類
に
触
れ
た
ら
手
洗
い
を

  

平
成
15
年
４
月
１
日
現
在

次
の

年
金
給
付
の
受
給
権
を
お
持
ち
の
戦

没
者
の
妻
及
び
父
母
等
へ
の
特
別
給

付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

○
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
・
特

　

例
扶
助
料

○
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法

　

に
よ
る
遺
族
年
金
・
遺
族
給
与
金

　
（
公
務
傷
病
ま
た
は
勤
務
関
連
傷

　

病
に
よ
る
死
亡
を
支
給
事
由
と
す

　

る
も
の
）

○
旧
令
共
済
組
合
特
別
措
置
法
の
殉

　

職
年
金

※
戦
没
者
の
父
母
等
の
場
合
は
次
の

要
件
も
含
め
ま
す

○
戦
没
者
死
亡
後
か
ら
平
成
15
年
３

　

月
31
日
ま
で
の
間
に
氏
を
同
じ
く

　

す
る
子
ま
た
は
孫（
自
然
血
族
）を     

  

有
し
て
い
な
い
こ
と　

　

な
お

請
求
期
限
は
平
成
18
年
３

月
31
日
ま
で
で
す

ま
だ
請
求
さ
れ

て
い
な
い
方
は

早
め
の
手
続
き
を

お
す
す
め
し
ま
す
　

問
合
せ　

市
社
会
福
祉
課
企
画
調
整

　
　
　
　

担
当（
大
森
庁
舎
内
）

　
　
　
　
　

２
６
―
２
１
１
２

　　

「
男
女
共
同
参
画
で
四
角
い
社
会

を
ま
ん
丸
に
！
」
と
題
し

落
語
家

の
笑
福
亭
松
枝
さ
ん
が

典
型
的
な

日
本
の
夫
婦
を
描
い
た
落
語
で
男
女

共
同
参
画
を
ひ
も
と
き
ま
す

　

ま
た

石
垣
政
和
さ
ん
を
コ

デ

ネ

タ

に
迎
え

５
人
の
パ
ネ

リ
ス
ト
と
と
も
に
横
手
の
未
来
像
に

つ
い
て
も
考
え
ま
す

　

お
気
軽
に
ご
参
加
い
た
だ
き

男

女
共
同
参
画
で

女
性
が
イ
キ
イ
キ

男
性
も
イ
キ
イ
キ

そ
し
て
地
域
が

イ
キ
イ
キ

そ
ん
な
ま
ち
を
皆
さ
ん

で
思
い
描
い
て
み
ま
せ
ん
か

日　

時　

２
月
26
日（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分

４
時
30
分

場　

所　

市
役
所
南
庁
舎「
講
堂
」

入
場
料　

無
料
（
託
児
あ
り
）

参
加
・
託
児
申
込
み　

　
　
　
　

２
月
21
日（
火
）ま
で
市
企

　
　
　
　

画
課
男
女
共
同
参
画
担
当

　
　
　
　

へ　

３
５

２
１
６
４

　　

織
物（
さ
を
り
織
り
）や
湯
飲
み
茶

碗
な
ど

児
童
生
徒
が
毎
日
の
学
習

の
中
で
制
作
し
た
作
品
や

学
習
の

様
子
を
紹
介
し
た
写
真
パ
ネ
ル
を
展

示
し
ま
す

ぜ
ひ
ご
覧
に
な

て
く

だ
さ
い

期　

間　

２
月
９
日（
木
）
22
日（
水
）

場　

所　

秋
田
ふ
る
さ
と
村

問
合
せ　

横
手
養
護
学
校
総
務
部

　
　
　
　
　

３
３

４
１
６
７

　　　

将
来
を
担
う
国
際
感
覚
豊
か
な
青

年
を
育
成
す
る
た
め

様
々
な
国
際

交
流
事
業
へ
の
参
加
青
年
を
募
集
し

て
い
ま
す

詳
し
く
は
左
記
ま
で
問

合
せ
く
だ
さ
い

問
合
せ　

県
県
民
文
化
政
策
課

　
　
　
　

青
少
年
育
成
班

　
　
　
　
　
　
　

０
１
８（
８
６
０
）１
５
５
２

  

県
で
は

県
の
施
策
に
つ
い
て
皆

さ
ん
か
ら
提
言
・
要
望
な
ど
を
聴
き

県
政
の
推
進
に
生
か
す
こ
と
を
目
的

と
し
て

平
成
18
・
19
年
度
の
県
政

モ
ニ
タ

１
０
０
人
を
募
集
し
ま
す

応
募
期
限　

３
月
３
日
（
金
）
ま
で

任　
　

期　

平
成
18
年
４
月

　
　
　
　
　

平
成
20
年
３
月
末
日

応
募
資
格　

県
政
に
関
心
を
持
つ

　
　
　
　
　

県
内
在
住
の
満
16
歳
以     

          

上
の
方（
再
任
は
２
回　
　

　
　
　

ま
で
）

内　
　

容　

県
が
決
め
た
テ

マ

　
　
　
　
　

に
対
す
る
意
見

　
　
　
　
　

県
①②

の
ア
ン
ケ

ト
調

　
　
　
　
　

査
へ
の
回
答

申 

込 

先　

県
情
報
公
開
課　

　
　
　
　

     　
０
１
８（
８
６
０
）１
０
７
１

　　　　
　

　　

横
手
養
護
学
校

児
童
生
徒
作
品
展

青
年
国
際
交
流
事
業
へ
の

参
加
者
を
募
集

農業軽油免税証の交付日程について

　既に免税証の交付申請をされた方については、次の日程で免税証を
交付します。
　まだ交付申請をされていない方については、平鹿地域振興局県税課
で交付申請の受付を行っていますので、各地域の交付日１週間前まで
に必要書類を持参のうえ、交付申請を行ってください。
　詳しくは、県税課までお問合せください。

【免税証の交付日時】

※時間や会場をご確認のうえ、交付を受けてください。
●問合せ　県平鹿地域振興局県税課課税班　　　３２-０５９５

　
　

　

　新横手市では、地域協議会がいよいよスター
トとなります。
　そこで、地域協議会の先進地といわれる上越
市（14市町村合併）の旧安塚町長、矢野学氏を講
師に迎え、「上越方式といわれる地域協議会の運
営とは（仮）」と題した講演会を行います。
　講演の後には、討論会も予定されています。
地域局・地域協議会はいかにあるべきか、これ
を機会に皆さんも一緒に考えてみませんか。ご
参加をお待ちしています。

　■日　時　２月16日（木）
　　　　　　午後１時～３時30分
　■場　所　市役所南庁舎「講堂」
　　　　　　（旧広域交流センター）
　■入場料　無料
　■問合せ　横手ひらかＮＰＯセンター　
          　　３２ー２２２９

戦
没
者
の
妻
及
び
父
母
等
に

対
す
る
特
別
給
付
金
に
つ
い
て

募　

集

『地域自治を考えるフォーラム』

　平成19年９月から開催される「秋田わ
か杉国体・わか杉大会」に向けて、国体
推進イベントが開催されます。
　ステージでは横手南小・横手南中学校
の合唱等が予定されているほか、ロサン
ゼルスオリンピック銀メダリストの大田
章氏を迎えての講演会もあります。　
　そのほか、市主催による国体マスコッ
ト『スギッチ』の塗り絵展示も行ってお
り、皆さんのご来場をお待ちしています。

県
政
モ
ニ
タ

募
集

ぜひご参加ください

食とアスリートをテーマに、地域の食材を使用し
た運動や健康に関する料理の試食会を行います

月　日
３月15日（水）
３月16日（木）
３月17日（金）

３月20日（月）

地域名
横手・山内
大　雄
大　森
雄物川

十文字・増田
平　鹿

時　間
13:30～15:00

13:30～15:00

 9:30～11:00

13:30～15:00

 9:30～11:00

13:30～15:00

会　場
平鹿地域振興局：第２会議室
大雄農業団地センター：３階
大森地域局：３階
雄物川地域局：３階
十文字地域局：２階
平鹿生涯学習センター（旧中央公民館）

し

う
し



　　　

増
田
地
域
に
は

明
治
・
大
正
・

昭
和
初
期
の
商
人
地
主
が
築
き
上
げ

た
商
家
の
家
並
み
や
地
主
の
蔵

国

の
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
建
物
な
ど

歴
史
を
物
語
る
多

く
の
建
造
物
が
残

て
い
ま
す

　

歴
史
に
裏
打
ち
さ
れ
た
冬
の
く
ら

し

く
ロ

ド
を
ガ
イ
ド
の
案
内
で

歩
い
て
み
ま
せ
ん
か

日　
　

時　

２
月
19
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時

12
時

見
学
場
所　

○「
日
の
丸
醸
造
」酒
蔵

　
　
　
　
　

○
増
田
梵
天

　
　
　
　
　

○
商
家
の
家
並
み
・
内
蔵

　
　
　
　
　

 

○
く
ら
し

く
ロ

ド
写

　
　
　
　
　
　

 

真
展

申 

込 

先　

増
田
町
観
光
協
会

　
　
　
　
　
　

４
５

５
５
１
５　

　      

県
で
は

災
害
時
に
お
け
る
地
域

住
民
の
自
主
的
な
防
災
体
制
を
つ
く

る
た
め

自
主
防
災
体
制
の
整
備
さ

れ
て
い
な
い
地
域
の
町
内
会
役
員
や

市
町
村
の
防
災
担
当
者
等
を
対
象
と

し
た
研
修
会
を
開
催
し
ま
す

日　

時　

２
月
８
日（
水
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分

４
時

場　

所　

増
田
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

内　

容　

自
主
防
災
組
織
の
運
営    

          

と
活
動
に
つ
い
て（
体　
　

　
　
　

験
発
表
）

　
　
　
　

組
織
結
成
促
進
に
つ
い

　
　
　
　
　

て

　
　
　
　

防
①②③

災
の
諸
課
題
と
提
言

問
合
せ　

県
総
合
防
災
課

　
　
　
　

  

０
１
８（
８
６
０
）４
５
６
３

　
　
　
　
　

ま
た
は
市
民
課
交
通
防
災      

　
　
　
　

担
当　

３
５

２
１
７
６

　　

県
で
は

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住

ま
い
づ
く
り
の
講
習
会
を
開
催
し
ま

す

講
習
で
は

Ｊ
Ａ
秋
田
厚
生
連

仙
北
訪
問
看
護
ス
テ

シ

ン
の
佐

藤
正
子
さ
ん
に
よ
る
講
演
「
団
塊
の

世
代
と
終
の
棲
家
」
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す

日　

時　

２
月
21
日（
火
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分

４
時

場　

所　

大
曲
仙
北
広
域
交
流
セ
ン

　
　
　
　

タ
　

多
目
的
ホ

ル

受
講
料　

無
料

申
込
み　

２
月
20
日（
月
）
ま
で

問
合
せ　

県
建
築
住
宅
課

　
　
　
　
　
０
１
８(

８
６
０
）２
５
６
２

　　

ア
ト
リ
オ
ン
音
楽
ホ

ル
で
は

県
民
オ
ル
ガ
ン
奏
者
養
成
講
座
の
平

成
18
年
度
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

応
募
期
間　

２
月
１
日（
水
）

　
　
　
　
　

３
月
17
日（
金
）

募
集
人
数　

・
初
級
コ

ス(

約
10
名)

　
　
　
　
　

・
上
級
コ

ス（
若
干
名)

　
　
　
　
　

・
フ

ロ

ア

プ
コ

     
            

ス（
若
干
名)

審
査
日
時　

４
月
16
日（
日
）

受 

講 

料　
５
０
０
０
０
円（
年
間
）

　
　
　
　
　

 

※
詳
し
く
は

当
館
ホ

　
　
　
　
　

ム
ペ

ジ
を
ご
参
照

　
　
　
　
　

く
だ
さ
い

問 

合 

せ　

ア
ト
リ
オ
ン
音
楽
ホ

ル

　
　
　
　
　
　

 

０
１
８（
８
３
６
）７
８
０
３

　

南
部
シ
ル
バ

エ
リ
ア
に
お
い
て

「
活
き
活
き
学
園
」
の
料
理
教
室
を

開
催
し
ま
す

今
回
は
講
師
に
鈴
木

陽
子
さ
ん
を
迎
え

越
冬
野
菜
を
活

用
し
て
の
健
康
増
進
メ
ニ

で
す

日　

時　

２
月
21
日（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時

場　

所　

エ
リ
ア
創
作
館
調
理
室

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン

筆
記
用
具

参
加
費　

１
０
０
０
円（
定
員
20
人
）

申
込
み　

２
月
14
日（
火
）ま
で

　
　
　
　

※
申
込
み
後

欠
席
さ
れ

　
　
　
　

る
場
合
は
必
ず
ご
連
絡
く

　
　
　
　

だ
さ
い

問
合
せ　

南
部
シ
ル
バ

エ
リ
ア　

　
　
　
　
　

２
６

３
８
８
０

　　

東
北
税
理
士
会
横
手
支
部
で
は

所
得
税
・
消
費
税
の
確
定
申
告
無
料

相
談
所
を
開
設
し
ま
す

お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

日　

時　

２
月
18
日(

土)

・
19
日(

日)

　
　
　
　

午
前
10
時

午
後
５
時

場　

所　

イ
オ
ン
ス

パ

セ
ン
タ

　
　
　
　

横
手
南
店

内　

容　

○
所
得
税
は
年
金
・
医
療

　
　
　
　
　

費
控
除
・
住
宅
取
得
控

　
　
　
　
　

除
等
の
還
付
申
告
及
び

　
　
　
　
　

税
務
相
談
の
み

　
　
　
　

○
消
費
税
は
相
談
の
み

問
合
せ　

東
北
税
理
士
会
横
手
支
部

　
　
　
　
　

３
２

７
６
９
０

　

秋
田
県
に
在
住
す
る
外
国
人
と
日

本
人
の
関
係
者
が
抱
え
る
法
律
や
生

活
上
の
精
神
的
な
悩
み
に
関
す
る
相

談
に

弁
護
士
と
心
理
担
当
職
員
が

応
じ
ま
す

日　

時　

２
月
17
日（
金
）

　
　
　
　

午
後
２
時

４
時

場　

所　

朝
倉
公
民
館

相
談
料　

無
料（
定
員
４
人
）

申
込
み　

２
月
14
日（
火
）ま
で
　

　
　
　
　

県
学
術
国
際
政
策
課
へ

　
　
　

  　
０
１
８（
８
６
０
）１
２
１
９
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市民主催の催し等をお知らせするコーナーです

国際教養大学教授　勝又美智雄　講演会
日　時●２月12日午後３時30分～５時30分
場　所●横手セントラルホテル
入場料●無料
申込先●ＮＰＯ法人グローバルよこて
　　　　　32-0077

とっぴんぱらりのプー 第62回昔語りの会
　ふるさとの「昔っこ」を楽しみませんか。
日　時●２月15日（水）午後１時～４時30分
場　所●かまくら館２階ホール
問合せ●尾形　32-0630

家庭介護講座
日　時●２月５日午前10時～午後３時
場　所●コミュニティハウス「ね・ま～れ」
受講料●500円（資料込み）
申込先● 法人介護サポートかがやきネット
　　　　　32-0077

アートクレイシルバー作品展
　純銀粘土でつくったクラフトアートをご覧
ください。
期　間●２月16日（木）～18日（土）
場　所●蔵　さいこう（四日町）
入場料●無料
問合せ●斉藤　32-7035

外
国
人
専
門
家
出
張
相
談
会

相　

談

確
定
申
告
無
料
相
談

南
部
シ
ル
バ

エ
リ
ア

活
き
活
き
料
理
教
室

秋
田
花
ま
る

住
宅
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
講
習
会

秋
田
県
自
主
防
災
組
織

育
成
指
導
者
研
修
会

講
習 

講
座

冬
の
く
ら
し

く
ロ

ド

参
加
者
募
集

県
民
オ
ル
ガ
ン
奏
者
養
成
講
座

受
講
生
募
集

■問い合せは、あきた十文字映画祭実行委員会まで　　018(866)0046　　　　　　

　「あきた十文字映画祭」では、毎回多彩
なゲストを招き、邦画話題作やアジア映
画、若手監督作品などを上映しています。
　今回は、話題の韓国映画を含む厳選さ
れた12作品（うち５本がプレミア上映）
を上映予定。俳優の西島秀俊さんを迎え
てのゲストトークやシネマパーティでの
ゲストとの交流など、盛りだくさんの内
容となっています。ぜひご来場ください。

■日時　２月10日（金）～12日（日）
　　　　開場：９時30分　上映：10時
■場所　十文字総合文化センター

２月10日（金）・11日（土）・12日（日）　　
第15回
「あきた十文字映画祭」

Administrator
テキストボックス
32-2388

Administrator
テキストボックス
32-2229
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「
福
祉
の
ま
ち
」
と
し
て
知
ら
れ
る
大

森
地
域
に
あ
る
南
部
シ
ル
バ

エ
リ
ア

今
回
紹
介
す
る
コ
ミ

ニ
テ

セ
ン
タ

は

エ
リ
ア
の
中
核
を
な
す
施
設
と
し

て
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広
い
年

代
に
親
し
ま
れ
て
い
る
施
設

　

コ
ミ

ニ
テ

セ
ン
タ

に
は

宿

泊
室
や
大
浴
場（
ラ
ジ
ウ
ム
風
呂
）
一
年

を
通
し
て
利
用
で
き
る
屋
内
温
水
プ

ル

全
面
人
工
芝
の
屋
内
運
動
広
場

大
広
間

理
容
・
美
容
室
や
食
堂
・
売
店
な
ど

様
々

な
憩
い
の
空
間
が
用
意
さ
れ
て
い
る

吹

雪
だ

た
取
材
当
日
も

た
く
さ
ん
の
親

子
連
れ
や
団
体
客

養
護
老
人
ホ

ム
の

入
居
者
な
ど
が
施
設
を
利
用
し
賑
わ
い
を

見
せ
て
い
て

外
の
寒
さ
を
忘
れ
て
し
ま

う
ほ
ど
だ

た

こ
の
ほ
か

棟
続
き
に

あ
る
「
子
ど
も
と
老
人
の
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ

」
で
は

遊
具
や
絵
本
の
部
屋
で
遊

ぶ
子
ど
も
た
ち

将
棋
や
囲
碁
を
楽
し
む

年
輩
者
の
姿
が
あ
り

コ
ミ

ニ
テ

セ
ン
タ

を
中
心
に

こ
の
エ
リ
ア
一
帯

が
ひ
と
つ
の
「
街
を
」
形
成
し
て
い
る
よ

う
に
感
じ
る

　

「
こ
こ
に
来
れ
ば

一
日
中
楽
し
く
時

間
を
過
ご
せ
ま
す
」
と
は

利
用
者
の
声

　

何
か
と
部
屋
に
こ
も
り
が
ち
な
冬

皆

さ
ん
も
ぜ
ひ

コ
ミ

ニ
テ

セ
ン
タ

へ
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し

う
か

屋内運動広場

広々とした玄関ホール。売店や食堂、理容・美容室もある

子どもと老人のふれあいセンター

私たちが笑顔でお迎えします

〒
横手市大森町字菅生田
  0　

　

コミュニティーセンター（南部シルバーエリア内）
■利用時間 屋内温水プール

１回目　
２回目　
休憩室　
宿泊室　チェックイン　
　　　　チェックアウト　

※利用料金、その他施設の利用等についてはコミ
　ュニティーセンターにお問い合わせください

10:00～13:00
13:30～16:30 
 9:00～17:00

013-0525

245－34
0182（26）388  0182（26）3882　

平成18年2月1日号

16:00

10:00

　　　〒013-8601　横手市前郷字下三枚橋163　　0182-35-2162　　0182-33-6061

戦(1月11日たいゆう保育園)。
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大森地域局大森地域局大森地域局
山下記念館山下記念館山下記念館

大森病院大森病院大森病院

南部シルバーエリア南部シルバーエリア南部シルバーエリア

羽後カントリー倶楽部羽後カントリー倶楽部羽後カントリー倶楽部

大森リゾート村大森リゾート村大森リゾート村
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